
▼
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員
の

▼
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員
の

選
任
に
つ
い
て

選
任
に
つ
い
て

　

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員
と

し
て
、
金
岩
和
恵
氏（
中
央
2
）の
推

せ
ん
に
つ
い
て
、同
意
さ
れ
ま
し
た
。

▼
人
権
擁
護
委
員
の
推
せ
ん
に
つ
い
て

▼
人
権
擁
護
委
員
の
推
せ
ん
に
つ
い
て

人
権
擁
護
委
員
と
し
て
、
高
橋
信
氏

（
中
央
４
）、
三
上
勝
氏（
松
風
３
）の

推
せ
ん
に
つ
い
て
、
同
意
さ
れ
ま

し
た
。

▼
地
球
温
暖
化
、
海
水
温
上
昇
に
伴
う

▼
地
球
温
暖
化
、
海
水
温
上
昇
に
伴
う

水
産
漁
業
被
害
の
解
明
と
支
援
策
を

水
産
漁
業
被
害
の
解
明
と
支
援
策
を

求
め
る
意
見
書

求
め
る
意
見
書

▼
現
下
の
米
の
需
給
環
境
に
対
す
る
緊

▼
現
下
の
米
の
需
給
環
境
に
対
す
る
緊

急
特
例
措
置
を
求
め
る
意
見
書

急
特
例
措
置
を
求
め
る
意
見
書

▼
燃
油
等
の
価
格
高
騰
対
策
、
国
の

▼
燃
油
等
の
価
格
高
騰
対
策
、
国
の

農
業
予
算
や
運
用
変
更
に
関
す
る
意

農
業
予
算
や
運
用
変
更
に
関
す
る
意

見
書
見
書

▼
栗
山
町
に
お
け
る
国
道
２
３
４
号
整

▼
栗
山
町
に
お
け
る
国
道
２
３
４
号
整

備
促
進
に
関
す
る
意
見
書

備
促
進
に
関
す
る
意
見
書

▼
令
和

▼
令
和
22
年
度
栗
山
町
一
般
会
計
歳
入

年
度
栗
山
町
一
般
会
計
歳
入

歳
出
決
算
の
不
認
定
に
係
る
措
置
に

歳
出
決
算
の
不
認
定
に
係
る
措
置
に

つ
い
て

つ
い
て
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▼
令
和
３
年
度
栗
山
町
一
般
会
計
補
正

▼
令
和
３
年
度
栗
山
町
一
般
会
計
補
正

予
算（
第
７
号
）

予
算（
第
７
号
）

　

歳
入
歳
出
予
算
に
、
３
億
２
６
０

７
万
５
千
円
を
追
加
し
、
総
額
を
99

億
７
０
８
７
万
５
千
円
と
す
る
も
の

で
、
主
な
内
容
は
、
公
営
住
宅
建
設

工
事
の
追
加
等
に
係
る
補
正
で
す
。

▼
令
和
３
年
度
栗
山
町
国
民
健
康
保
険

▼
令
和
３
年
度
栗
山
町
国
民
健
康
保
険

特
別
会
計
補
正
予
算（
第
１
号
）

特
別
会
計
補
正
予
算（
第
１
号
）

　

歳
入
歳
出
予
算
に
、
６
５
６
４
万
９

千
円
を
追
加
し
、
総
額
を
15
億
１
９

３
３
万
９
千
円
と
す
る
も
の
で
、
主

な
内
容
は
、
保
険
給
付
費
の
追
加
等

に
係
る
補
正
で
す
。

▼
令
和
３
年
度
栗
山
町
水
道
事
業
会
計

▼
令
和
３
年
度
栗
山
町
水
道
事
業
会
計

補
正
予
算（
第
１
号
）

補
正
予
算（
第
１
号
）

　

債
務
負
担
行
為
に
つ
い
て
、
栗
山
町

水
道
施
設
管
理
委
託
業
務
の
令
和
4

議会の動き議会の動き

　　令和3年栗山町議会 12月定例会議で次の令和 3年栗山町議会 12月定例会議で次の
議案が審議され、全て可決・同意されました。議案が審議され、全て可決・同意されました。

（12月 14 日招集）（12月 14 日招集）

年
度
予
算
の
限
度
額
と
し
て
、
３
８

１
７
万
円
を
追
加
す
る
補
正
で
す
。

▼
令
和
３
年
度
栗
山
町
下
水
道
事
業
会

▼
令
和
３
年
度
栗
山
町
下
水
道
事
業
会

計
補
正
予
算（
第
１
号
）

計
補
正
予
算（
第
１
号
）

　

債
務
負
担
行
為
に
つ
い
て
、
栗
山
町

下
水
道
関
連
施
設
維
持
管
理
監
視
委

託
業
務
の
令
和
4
年
度
予
算
の
限
度

額
と
し
て
、
２
２
０
万
円
を
追
加
す

る
補
正
で
す
。

▼
栗
山
町
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部

▼
栗
山
町
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

を
改
正
す
る
条
例

　
「
健
康
保
険
法
施
行
令
等
の
一
部
を

改
正
す
る
政
令
」
に
お
い
て
、
産
科

医
療
保
障
制
度
の
見
直
し
に
伴
い
、

関
係
条
例
を
改
正
す
る
も
の
で
す
。

▼
栗
山
町
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一

▼
栗
山
町
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

部
を
改
正
す
る
条
例

　

国
民
健
康
保
険
法
施
行
令
及
び
地
方

税
法
施
行
令
の
一
部
が
改
正
さ
れ
、

国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
未

就
学
児
に
係
る
被
保
険
者
均
等
割
額

の
½
を
軽
減
す
る
制
度
が
創
設
さ
れ

た
こ
と
な
ど
か
ら
、
関
係
条
例
を
改

正
す
る
も
の
で
す
。

▼
栗
山
町
特
定
教
育
・
保
育
施
設
及
び

▼
栗
山
町
特
定
教
育
・
保
育
施
設
及
び

特
定
地
域
型
保
育
事
業
の
運
営
に
関

特
定
地
域
型
保
育
事
業
の
運
営
に
関

す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
の
一
部
を

す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

改
正
す
る
条
例

　
「
特
定
教
育
・
保
育
施
設
及
び
特
定

地
域
型
保
育
事
業
並
び
に
特
定
子
ど

も
・
子
育
て
支
援
施
設
等
の
運
営
に

関
す
る
基
準
」の
一
部
改
正
に
伴
い
、

業
務
の
デ
ジ
タ
ル
化
を
拡
大
す
る
た

議    

案

め
の
関
係
条
例
を
改
正
す
る
も
の

で
す
。

▼
栗
山
町
立
学
校
施
設
使
用
条
例
の
一

▼
栗
山
町
立
学
校
施
設
使
用
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

部
を
改
正
す
る
条
例

　

栗
山
中
学
校
の
施
設
と
し
て
位
置
付

け
し
て
い
た
武
道
場
に
つ
い
て
、
解

体
工
事
が
完
了
し
、
施
設
を
廃
止
し

た
こ
と
か
ら
、
関
係
条
例
を
改
正
す

る
も
の
で
す
。

▼
財
産
の
無
償
貸
付
に
つ
い
て

▼
財
産
の
無
償
貸
付
に
つ
い
て

　

旧
継
立
中
学
校
施
設
の
活
用
に
関

し
、
校
舎
等
の
建
物
を
5
年
間
無
償

貸
付
す
る
も
の
で
す
。

　

活
用
事
業
予
定
者

活
用
事
業
予
定
者

　

大
阪
府
大
阪
市
北
区
梅
田
2
丁
目

　

４
番
９
号

　

株
式
会
社　

テ
ィ
ー
シ
ー
エ
イ

　

代
表
取
締
役　

柿
内　

裕
一

▼
令
和

▼
令
和
33
年
度
栗
山
町
一
般
会
計
補
正

年
度
栗
山
町
一
般
会
計
補
正

予
算（
第

予
算（
第
88
号
）
号
）

　

歳
入
歳
出
予
算
に
、
７
２
５
０
万
円

を
追
加
し
、
総
額
を
１
０
０
億
４
３

３
７
万
円
５
千
円
と
す
る
も
の
で
、

内
容
は
、
子
育
て
世
帯
臨
時
特
別
給

付
金
を
現
金
で
10
万
円
支
給
す
る
た

め
の
補
正
で
す
。

▼
公
平
委
員
会
委
員
の
選
任
に
つ
い
て

▼
公
平
委
員
会
委
員
の
選
任
に
つ
い
て

　

公
平
委
員
会
委
員
と
し
て
、
鳴
海

秀
樹
氏（
朝
日
4
）の
推
せ
ん
に
つ
い

て
、
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

意
見
書

報
　
告

同
意
・
諮
問

町
史
の
発
刊
を
行
い
、
そ
の
歴
史
を

振
り
返
っ
て
き
た
。
令
和
４
年
３
月

末
に
は
、
平
成
史
の
町
史
第
３
巻
が

発
刊
と
な
る
が
、
町
開
拓
の
歴
史
よ

り
も
さ
ら
に
前
、
ア
イ
ヌ
や
他
の
先

住
民
族
の
生
活
や
文
化
は
ど
の
よ
う

な
も
の
だ
っ
た
の
か
。
そ
の
解
明
は

次
世
代
に
譲
り
た
い
。　
　
（
髙
倉
）

【
問
い
合
わ
せ
】

町
史
編
さ
ん
室

☎
�
７
８
２
０

１
万
３
千
年
前
の「
栗
山
町
民
」

町
の
先
住
民
族
に
つ
い
て
は
、

昭
和
32
年
に
緑
丘
遺
跡
か
ら
、
約

１
万
３
千
年
前
、
旧
石
器
時
代
の
も

の
と
思
わ
れ
る
石
器
が
見
つ
か
っ
て

い
る
。
鉄
器
を
主
に
扱
う
ア
イ
ヌ
文

化
以
前
の
生
活
様
式
が
垣
間
見
え
る

が
、
ど
の
よ
う
な
民
族
が
、
ど
の
よ

う
に
暮
ら
し
て
い
た
か
に
つ
い
て

は
、
い
ま
だ
解
明
さ
れ
て
い
な
い
部

分
が
多
い
。

ま
た
、
北
海
道
の
先
住
民
族
と
言

え
ば
ア
イ
ヌ
民
族
で
あ
る
が
、
町
に

お
い
て
は
、
松
浦
武
四
郎
や
泉
麟
太

郎
の
調
査
・
開
拓
以
前
の
ア
イ
ヌ
史

は
未
調
査
と
な
っ
て
い
る
。
大
正
５

年
に
桜
山
で
ア
イ
ヌ
鍬く
わ
が
た形
が
７
個

出
土
（
国
重
要
文
化
財
指
定
。
そ
の

後
、
文
化
財
保
護
法
の
制
定
に
よ
り

指
定
解
除
）
さ
れ
、
江
戸
時
代
後
期

の
松
前
藩
家
老
で
、
画
家
と
し
て
も

高
名
な
蠣か
き
ざ
き
は
き
ょ
う

崎
波
響
の「
夷い
し
ゅ
う
れ
つ
ぞ
う

酋
列
像
」に

も
、
ア
イ
ヌ
鍬
形
を
手
に
し
た
長お
さ

の

人
物
画
が
描
か
れ
る
な
ど
、
ア
イ
ヌ

の
人
々
の
風
俗
を
象
徴
す
る
宝
物
と

し
て
伝
え
ら
れ
て
い
る
が
、
詳
細
は

分
か
っ
て
い
な
い
。

町
で
は「
開
村
」「
開
基
」「
開
拓
」の

節
目
節
目
に
、
記
念
式
典
の
実
施
や

こんにちは！ 町史編さん室ですこんにちは！ 町史編さん室ですNo.65

アイヌ鍬形（蝦夷漫画より）

　

遊
休
財
産
（
現
在
使
用
さ
れ
て
お
ら

ず
、
使
用
す
る
予
定
の
な
い
財
産
）
と

な
っ
て
い
る
不
動
産
を
売
却
し
ま
す
。

■
公
売
物
件

　

土
地
付
建
物
（
旧
職
員
住
宅
）

■
所
在
地

　

松
風
３
丁
目
２
６
１
番
地

○
住
　
宅
（
木
造
２
階
建
）

・
建
築
年　

昭
和
40
年
（
未
登
記
）

・
床
面
積　

９
６
・
０
５
㎡

○
物
　
置
（
木
造
）

・
建
築
年　

不
明
（
未
登
記
）

・
床
面
積　

６
・
６
２
㎡

○
土
　
地

・
地　

目　

宅
地

・
地

籍

　

２
６
５
・
０
８
㎡
（
公
簿
面
積
）

※
用
地
確
定
の
測
量
は
落
札
後
に
実
施

予
定
で
す
。

■
入
札
日
時
お
よ
び
方
法

・
日
　
時
　
２
月
15
日
㈫

・
場
　
所

　

役
場
新
庁
舎
３
階
第
１
会
議
室

・
保
証
金

見
積
金
額
の
１
０
０
分
の
５
以
上
の

保
証
金

■
問
い
合
わ
せ

　

町
建
設
課
総
務
管
理
グ
ル
ー
プ

　

☎
�
７
５
１
２

旧
職
員
住
宅
を
公
売
し
ま
す

南大通り

JAそらち南玉ねぎ
集出荷貯蔵庫

旧職員住宅

【付近見取り図】

役
場
車
庫

役
場
防
災
倉
庫

役場

中
央
通
り


